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Ludwig Hilberseimer’s Die Großstadtarchitektur : Its partial translation and bibliography  
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 This paper consists of partial translation of Ludwig Hilberseimer’s book Die Großstadtarchitektur 
from German into Japanese and its annotated bibliography.  Ludwig Hilberseimer (1885-1967) was 
German architect, urban planner, critic and teacher who worked at the Bauhaus from 1929 to 1933 and later 
in America.  In 1924 he designed a vertical high-rise city (“Hochhausstadt”) in which a 15-storey 
residential building was built directly above the five-storey commercial area.  This creative urban design 
was visualized through his perspective sketches.  In this paper his view of the large city (“Großstadt”) and 
his explanation of the high-rise city are introduced.  
    In the following bibliography the life and works of Hilberseimer, an outline of the book and the 
characteristic of the high-rise city are explained. 
 
解題 
本稿は、1920 年代のドイツで新しい都市像を提案
した建築家・都市計画家ルートヴィヒ・ヒルベルザ
イマー（Ludwig Hilberseier: 1885-1967）の著作『大
都市建築〔Die Großstadtarchitektur〕』（1927）の一部
を翻訳し、解題を付すものである。訳文は資料とし
て後半に掲載し、前半で解題をまとめている。解題
では、ヒルベルザイマーの生涯と活動、『大都市建
築』の構成と内容、彼が提示した「高層建築都市」
の内容と特徴について論じる。 
 
１．ヒルベルザイマーの生涯と活動 1) 
ルートヴィヒ・ヒルベルザイマーは 1885 年にド
イツのカールスルーエで生まれた。1906-11 年に地
元カールスルーエ工科大学のフリードリヒ・オステ
ンドルフとヘルマン・ビリングのもとで建築を学ん
だ後、彼はベルリンへ移る。初期の彼のプロジェク
トには、師オステンドルフの新古典主義風造形の影
響が見られたとされる。続く第一次世界大戦中、彼
はベルリン・シュターケンの航空機工場・格納庫の
計画にかかわるなど政府系の仕事に従事した。 
第一次世界大戦後、彼の作風は変わっていく。古
典主義的なディテールを捨て、ブロック状のヴォリ
ュームを組みあわせたような建築をデザインする
ようになっていく。そこで重視されたのは建築の構
造や組織的構成であった。また色彩の使用よりもレ
ンガのような自然素材を好んだ。同時期彼は、前衛
的な建築家たちの活動にもかかわっていく。1919
年には「11 月グループ」2) と「芸術のための労働
評議会」3) に参加し、1924 年には「デア・リンク」
4) に加わった。並行して美術・工芸・建築に関する
批評的な文章を『社会主義月刊誌〔Sozialistische 
Monatshefte〕』『建築世界〔Bauwelt〕』『フォルム〔Die 
Form〕』などの雑誌に発表していく。 
1923 年からは大都市の問題が彼の主要テーマと
なった。1925 年には『大都市の建築物〔Grosstadt- 
bauten〕』と題する小冊子を発表する。これはハノー
ファーの芸術家クルト・シュヴィッタースの主催す
る雑誌『メルツ』の第 18/19 号として出版されたも
のであった。また 1924 年と 1928 年の大ベルリン芸
術展では、自身の都市デザインの提案を展示してい
る。そして 1927 年には、本稿で扱う『大都市建築』
を出版する。彼の都市に対する提案の中でも特に独
創的なものが、後述する「高層建築都市」であり、
その計画はこの過程で発展していった。 
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このような建築批評家・都市計画理論家としての
旺盛な活動の反面、彼の建築作品で言及されるもの
は少ない。ミース・ファン・デル・ローエがプロデ
ュースしたドイツ工作連盟主催のシュトゥットガ
ルトのヴァイセンホーフ・ジードルンク（1927）に
おいて一家族用の戸建て住宅を設計していること
がしばしば指摘されるが、その他には 1920 年代後
半にベルリンで建設された集合住宅や商店建築が
言及される程度である 5)。 
都市計画の提案や著述と並んでヒルベルザイマ
ーの活動を特徴づけるものに、教師としての側面が
ある。1929 年より彼はバウハウスで教鞭を執り、ミ
ースが校長の時代には同校の住宅・都市計画部門を
まかされた。ナチス政権台頭による 1933 年のバウ
ハウス閉校後、しばらくドイツで建築家として活動
するが、1938 年にアメリカへ移る。ミース・ファン・
デル・ローエがシカゴのアーマー工科大学（後のイ
リノイ工科大学）の建築学科長として招聘され、そ
れに同行する形で彼も都市・地域計画の教授となっ
たのである。 
 以後のヒルベルザイマーの活動はアメリカが中
心となる。同地で著述・教育・都市計画というドイ
ツ時代からの活動を展開させていく。著述では、
1944 年に『新しい都市〔The New City〕』、1955 年に
『都市の本質〔The Nature of Cities〕』（邦訳：渡辺明
次訳、彰国社、1970 年）を出版する。教育では 1955
年に新設の都市・地域計画学科の主任となり、都市
計画ではシカゴを中心に実践的な活動をする。代表
例に、アルフレッド・コールドウェルと協働したシ
カゴのエヴァーグリーンⅠ・Ⅱ都市再開発計画
（1938-50）、ミースと協働したシカゴのハイド・パ
ーク計画（1956）などがある。 
ベルリンからシカゴに至るまでミースに付き添
い、補佐的な役割を引き受けていたことから、「ミ
ースの影の中にいた」という評価がなされることも
ある 6)。1967 年にシカゴで他界する。邦訳された著
作としては、上述の『都市の本質』以外に『現代建
築の源流と動向』7) がある。 
 
２．『大都市建築』の構成と内容 
ヒルベルザイマーの著作『大都市建築〔Die 
Großstadtarchitektur〕』は、シュトゥットガルトのユ
リウス・ホフマン社より、建築図書シリーズ〔Die 
Baubücher〕の第３巻として 1927 年に出版された。
総頁数 106 頁で図版 229 枚からなる。その全編が都
市について論じられているわけではなく、「大都市
〔Die Großstadt〕」と「都市計画〔Städtebau〕」につ
いて論じられるのは最初の 20 頁だけであり、その
後は同時代の新しい建築の動向がビルディングタ
イプごとに解説される。具体的には住宅建築（21-55
頁）、商業建築（55-61 頁）、高層建築（62-68 頁）、
ホールおよび劇場建築（69-78 頁）、交通のための建
築（78-90 頁）、工業建築（90-97 頁）と続く。 
その記述を受けて最後に「大都市建築」と題する
まとめの章（98-103 頁）が置かれる。その内容から、
「大都市建築」とはつまり「大都市に建つ建築」を
意味することがわかる。それは新時代の大都市の必
要性に適った、固有の形態と法則をもつ新しい建築
である。「現代の人々の生活形態に適合し、主観的・
個人的なものではなく、客観的・集合的な本性とし
ての、新しい生活感覚の表現」8)となるものとされ
る。 
このような大都市建築の定義は、近代人のための
匿名性の高い大都市像を提示した、オットー・ヴァ
ーグナーの『大都市』（1911）における主張と重な
る 9)。ただしヴァーグナーが「芸術」を都市の基盤
としたのに対して、ヒルベルザイマーは芸術性とい
った要素には一切触れていない。目指すべきものは
全体の輪郭の造形や平面の組織であり、そこに装飾
が入り込む余地はない、と彼は宣言しているのであ
る 10)。 
ヒルベルザイマーがこの最終章で挙げている「大
都市建築」の特徴は、他に以下のようなものがあっ
た。内部と外部が密接な関係性をもった建築、形態
的明晰さと秩序をもった建築、都市景観の構成要素
であると同時に都市の全体組織から影響を受けて
形成される建築、構造と形態の独自性が尊重され、
両者が結びつき統合された建築、新しい構造と材料
（鉄筋コンクリート、鉄、ガラス）のもつ可能性を
利用し造形される建築、などである。 
この『大都市建築』の後半部分は、当時の建築に
見られる新傾向をその発展過程を含めて解説した
ものであり、その内容自体が 1920 年代の建築と都
市を知る上での歴史的な資料になるものである 11)。
しかし、ヒルベルザイマーのオリジナリティが最も
現れているのは、前半の都市計画に関する提案であ
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ると考えられることから、本稿ではそこに焦点を絞
ることとした。なお「都市計画」の章（3-21 頁）で
も、前半部分は過去や同時代の都市計画の紹介に充
てられているため翻訳は割愛し、ヒルベルザイマー
が都市についての考えを述べた冒頭の「大都市」の
章（1-3 頁）と彼の高層建築都市に関する解説の箇
所（17-21 頁）のみを訳出している。 
 
３．「高層建築都市」の内容と特徴 
⑴ ヒルベルザイマーの「大都市」に対する考え方 
まず訳出した「大都市」の章から、ヒルベルザイ
マーの「大都市」に対する考え方を見てみたい。 
ヒルベルザイマーによれば、都市とはそこに住む
人々の活動、とりわけ経済活動と緊密に結びつくも
のであった。近代とそれ以前を比べたとき、両者の
生産基盤は異なり、経済のあり方も異なる。ゆえに
近代の「大都市」は、過去の「大きな都市」とはま
ったく別物であるとヒルベルザイマーは主張する。
それは単に規模の問題ではなく、都市の組織のあり
方の違いなのである。 
ヒルベルザイマー曰く、近代的な大都市は資本主
義的な生産手段を前提としている。そして彼は、そ
のような近代の「大都市」に可能性を見る。なぜな
らそれは、匿名的で国際的とも言える似通った外見
をもち、「君主国家の首都のように、特定の支配領
域と関連づけられることはない」ためである。しか
しながら、現状の「大都市」はまだ十分に組織化さ
れておらず、その可能性が生かされていない。そこ
では公共性が考慮されるかわりに、個人の関心事が
尊重され過ぎているのである。その最たるものとし
て、地価と家賃収入を高騰させようとする「投機の
精神」が挙げられるが、それが大都市の無秩序さを
産み出した一因であるとヒルベルザイマーは指摘
する。彼が目指すのは、一部の特権階級の利潤欲で
はなく、社会福祉的な公共性に対応できる都市であ
る。大都市にふさわしい秩序を与え、崩壊から救う
方法を、続く章でヒルベルザイマーは提案する。 
  
⑵ 「高層建築都市」の提案 
続く「都市計画」の章で、彼はまず近代の都市計
画の歴史を 10 頁にわたって検討した後、次のよう
に述べる。 
「今日の大都市の混沌に対処できるのは、理論に基
づいた具体的計画のみである。そこでの課題は、都
市計画に関する純粋に抽象的で基本的な原則を、現
実的な必要性から発展させることである。すなわち
具体的な課題に対する解答が提供されるような普
遍的な規則を獲得することである。・・（中略）・・
大都市の造形の問題に対してそのように根本的に
かかわろうとしたのが、ル・コルビュジエとルート
ヴィヒ・ヒルベルザイマーである。両者は 100 万都
市の住民が生活し、労働し、休養するために必要な
ものに秩序を与えようと試みたのである。」12) 
このようにヒルベルザイマーは、ル・コルビュジ
エと自分の二人の計画が、現代の都市問題に根本的
な改良をうながそうとする数少ない提案であると
主張する。そして、まずル・コルビュジエの 300 万
住人のための都市計画を詳しく紹介した後 13)、その
批判に転じるのである。 
「ル・コルビュジエの提案は、基本的には既存の大
都市との調和をめざすものである。彼は、混沌のあ
る場所に幾何学的システムの厳格な秩序を当ては
める。その計画がはじめにどのような印象を与える
かに傾注することなく、ただ秩序づけ改良するだけ
である。根本的には何も変えていない。新しく問題
を提示しているわけでもない。」14) 
「今日の都市が危機的な状況にあるのは、ル・コル
ビュジエが考えるように、それが幾何学的でないか
らではなく、有機的〔organisch〕でないことにこそ
問題があるのだ。幾何学的秩序は、確かに都市を構
成させるための主要な手段であるが、しかし一つの
手段に過ぎない。それ自身が目的となることはない
のである。」15) 
続いてヒルベルザイマーが述べるのが、本稿で訳
出した「高層建築都市」の提案である。この計画が
最初に提案されたのは 1924 年であり 16)、1925 年に
先述した『大都市の建造物』17)、1926 年に『フォル
ム』誌で紹介された後 18)、1927 年の『大都市建築』
で詳述された。その内容の詳細は翻訳に譲るとして、
ここでは要点を提示したい。 
ヒルベルザイマーのこの都市計画案で最も特徴
的な点は、オフィスや商店が入る商業街と人々が暮
らす住居街を上下に積層させるコンセプトにある。
それを、5 層の商業街の上に 15 層の住宅街が載る、
20 階建ての高層建築のスケールでまとめている。こ
の構成の結果、人々の通勤動線は垂直移動のみとな
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り、都市内の交通は効率化・単純化される。他方、
一戸建て住宅は消滅し、代わりに生活に必要な要素
すべてを供給する集合住宅が提供される。住居内に
はさまざまな家具や設備が完備され、トランク一つ
で転居が可能となる。 
商業街と住宅街を収容する高層建築は、図１が示
す 100m×600m の長方形の街区に形成される。下層
の商業街は中庭をもつ平面形状をとるが、上層の住
宅棟では、中庭を囲うための連結部分がなくなり、
長細い住棟が反復する配置形式を取る。商業街に対
して上層の住宅街はセットバックする形になって
おり、その差を利用して、住宅街の足もとには歩行
者用通路が設けられる。その通路は歩道橋のように
他の街区と連結されている（図２、３）。 
道路と街区の規模は採光と通気の条件に従って
決定され、すべての住宅が一様な居住環境を得られ
るように意図されている。図 1 のように同形状の高
層建築が均一な間隔を持って配置された結果、図２、
３が示すような均質性の高い都市景観が形成され
る。さらに地上には幅 60m の自動車専用道路、地
下には都市内専用の鉄道と遠距離鉄道が上下に配
置される。 
一街区に居住可能な住人数は 9, 000 人であり、約
100 万住人を収容するための総面積は 1,400 ヘクタ
ールとなる。それゆえ当時の大ベルリン市域 19)の人
口と同じ 400 万人を収容するためには、5,600 ヘク
タールの面積が必要な計算になるが、それは人口
200 万人の旧ベルリンの総面積 6,600 ヘクタールよ
りも狭い。このように計算し、ヒルベルザイマーは、
自身の提案が、通勤時間や居住環境などの問題を改
善しながら、より狭い面積で質の高い都市を創り出
すものであると主張する。そして余った土地に公園
や学校、病院、スポーツ施設を配置することで、高
層建築だけでは不足する都市機能が補完されるこ
とになる。 
 
⑶ 「高層建築都市」の特徴とその後の展開 
ヒルベルザイマーの「高層建築都市」を特徴づけ
るのは、合理性・効率性が徹底され、組織的に構成
された都市の姿である。そこでの都市形成のキーワ
ードは、空間利用の効率化、人々の移動の効率化、
日照・通風などの自然環境利用の効率化など、さま
ざまな「効率化」という言葉で表せるだろう。都市
に効率を求める場合、画一的な建築要素を反復的に
建設することが手っ取り早い手段となるが、その結
果として、図２、３で表現されるような均質性の高
い都市像が産み出されたのである。 
このような都市の提案は、合理性を追求するモダ
ニズム建築が確立された 1920 年代と強い結びつき
をもつものと言える。事実、現代の視点からは単調
すぎて現実性に欠けると思われるこの提案も、1920
年代後半の当時には「しばしば賞賛されるか、もし
くは無条件に受け入れられた」という 20)。その都市
の姿は、同じく 1920 年代にオットー・ヘスラーや
ヴァルター・グロピウスによって提唱され、ドイツ
国内で数多く建設されたジードルンク（住宅地区）
の平行配置型住棟 21) の姿とも重なるものである。
その点でこの高層建築都市は、一面では確かに現実
と呼応していたのである。 
このヒルベルザイマーの都市計画案は、日本でも
「合理主義」という言葉とともにしばしば紹介され
ている 22)。さらに、彼の高層建築都市のスケッチ（図
２、３）がクローズアップされ、いわば一人歩きし
て言及されることもある。そこでは、高層建築都市
のスケッチが示す、装飾のない均質的な住宅が建ち
並ぶストイックな都市の姿というイメージが前面
に出て、その基盤にある垂直の構成や交通の問題な
どはほとんど言及されない 23)。もちろん、このよう
な見方が、結局のところヒルベルザイマーの都市像
の本質を言い当てているのかもしれない。しかしこ
こでは、もう少し丁寧に彼の提案とその後の展開に
ついて触れておきたい。 
ヒルベルザイマーは、高層建築都市の解説の最後
に、「この提案は、都市の原型でも、そのようなも
のに対して規格を作る試みでもない」、「単に理論的
な研究であり、一つの都市を構成する基本要素の適
用の仕方を図式的に示したものである」と述べてい
る。 
それぞれの都市には地形や景観、住民の特徴、経
済活動など固有の条件があり、その姿も一律には決
定できないということを当然ながらヒルベルザイ
マーは知っていた。ゆえに「純粋に理論的に、造形
面での計画は抜きにして」構想したのがこの提案な
のである。 
それ自体は実現を前提としていない「図式」とし
て、彼が図２、３のようなスケッチを描いていたこ
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とは、補足しておいた方が良いだろう。図式である
ゆえに、そこに現れる姿は単純化され、造形面での
工夫は省かれた。むしろ彼自身は理論的基盤を提供
するだけであり、デザイン面での洗練は他の建築家
に委ねるという割り切った意識さえうかがえる。し
かし、造形面での計画を抜きにした即物的なデザイ
ンが、逆に時代を象徴するものとなり、現代に至る
まで都市計画理論の展開の中でしばしば注目され
るような存在感を示すことになったのである。 
ヒルベルザイマーは晩年にこの高層建築都市の
計画案について、「建築ブロックが反復されるさま
は、あまりにも画一的すぎた。自然は完全に排除さ
れ、・・・できあがったものはメトロポリスという
よりはネクロポリスだった」と述べている 24)。事実
ヒルベルザイマーにとって、この都市像は短命だっ
た。その後の彼の都市計画的提案は、「高層建築都
市」から離れていく。例として、『フォルム』誌に
掲載された二つのプロジェクトを見てみたい。 
1930 年の「市街地建設の提案」25) で、ヒルベル
ザイマーはベルリン中心部（現在の地下鉄駅
Französiche Straße および Stadtmitte 周辺）の建て替
え計画を提案している。既存の都市の航空写真に高
層建築街区をコラージュした鳥瞰図を見ると、一見
「高層建築都市」をそのまま現実の都市に当てはめ
たもののように見えるが、そこでは住居と商業街が
上下に重なる職住近接型都市ではなく、商業に特化
された街区が提案されている。住居に関する言及は
ない。翌 1931 年の「われわれの時代の住居」26) と
いう記事では、グロピウスらの計画と並んで自身の
住宅地計画も紹介している。そこでも高層建築都市
の独創性は消え去り、高層住宅と庭付き戸建て住宅
を併存させる住宅地区の提案がなされている。その
提案の根拠は、子供を持つ家庭は庭付き住宅へ、単
身者もしくは子供なしの家庭は高層住宅へと棲み
分けるという、至って真っ当なものであった 27)。 
『大都市建築』の出版後、前述したようにヒルベ
ルザイマーはバウハウスの教官に着任し、住宅・都
市計画の研究を進めた。その成果が彼の都市計画に
修正を迫った点はあるだろう。さらに 1938 年にア
メリカに渡った後、新大陸の広大な国土をフィール
ドに、彼は都市計画・住宅地計画の研究を進めてい
く。1955 年の『都市の本質』では、効率を求めて集
中化したかつての都市像からは離れ、逆に「非集中
化」というキーワードを掲げて、分散化した都市の
姿が示されている 28)。そこでは高層建築が依然とし
て住宅やオフィスを収容する建築形式として選択
されてはいるものの、あくまでそれは都市を構成す
る一要素に過ぎなくなっている。また、環境に配慮
しながら工業と共存する都市の姿も模索されてお
り、より広域で都市のあり方が考えられていること
がわかる 29)。 
このように、1930 年代以降のヒルベルザイマーが
提示する都市の姿は変わっていく。しかし同時に、
都市計画に取り組む基本的な姿勢は『大都市建築』
以来一貫していることも指摘できる。『都市の本質』
に見られる「社会の利益と健全のために」30)、ある
いは「利己主義的な私利は二義的なものとなり、他
人とコミュニティの幸福を考えることが全体的な
ものとなる」31) といった言葉からは、1920 年代か
ら一貫して「社会の利益」を追い求め、ヒューマニ
ズムに根ざす理想的な都市の姿を探り続けたヒル
ベルザイマーの姿勢を見ることができる。 
「高層建築都市」は、そのようなヒルベルザイマ
ーが 1920 年代という建築の革命期に提示した独創
的なヴィジョンであった。現実的な都市計画として
は有効性が限られていたが、反面、強烈な印象を
人々に残すことになった。そのコンセプトは、新し
い都市の可能性を現代のわれわれにも示している
のかもしれない 32)。 
 
注 
1) ヒルベルザイマーの生涯と活動については、特
記なき場合、Karl-Heinz Hüter, ‘Hilberseimer, 
Ludwig’, Jane Turner (ed.), The Dictionary of Art. 
vol.14, New York, 1996, pp.523-524 の記述を参
照している。 
2) Novemergruppe：1918 年 12 月にベルリンで結成
された前衛芸術家たちのグループ。名称は同年
ドイツで起こった 11 月革命に由来する。主要
メンバーに画家カンディンスキー、クレー、建
築家グロピウス、タウト、メンデルゾーン、ミ
ース・ファン・デル・ローエら。1932 年までに
ベルリンを中心に展覧会を開催。1933 年解散。 
3) Arbeitskraft für Kunst：ブルーノ・タウトの呼び
かけで 1918 年 12 月に結成された建築家・芸術
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家のグループ。メンバーにグロピウス、メンデ
ルゾーン、画家のファイニンガーら。「11 月グ
ループ」と異なり、芸術家の政治的影響力を重
視した点に特徴がある。1921 年解散。 
4) Der Ring : 1920 年代にドイツで結成された前衛
建築家たちのグループ。1926 年にこの名称に改
称し、当時のメンバーは 27 名を数えた。グロ
ピウス、ミース、フーゴ・ヘーリンク、ハンス・
シャロウン、タウトらが参加し、新時代の建築
造形の確立を目指した。1933 年解散。 
5) R. Pommmer, D. Speath, K. Harrington, In the 
Shadow of Mies: Ludwig Hilberseimer. Architect, 
Educator, and Urban Planner, New York, 1988, 
pp.58-59, 119 参照。さらに 1932 年の『フォル
ム』誌に、「ベルリン・ツェーレンドルフの B
博士邸」という箱形の戸建て住宅を自ら発表し
ている（Die Form, 1932, pp.357-359）。 
6) 注 5 の文献のタイトル「In the Shadow of Mies」
がそれを表す。なお同書巻頭に掲載された教え
子の証言からは、自己主張が強くなく、内気な
性格、しかしタフな教師だったというヒルベル
ザイマーの人物像が浮かんでくる（George E. 
Danforth, ‘Hilberseimer Remembered’, R. 
Pommmer et al. op.cit., pp.8-15）。 
7) Ludwig Hilberseimer, Contemporary Architecture: 
Its Roots and Trends, Chicago, 1964．邦訳は、渡
辺明次訳、鹿島出版会、1973 年。 
8) Ludwig Hilberseimer, Die Großstadtarchitektur, 
Stuttgart, 1927, p.98 
9) 海老澤模奈人「オットー・ヴァーグナーの『大
都市』：翻訳と解題」『東京工芸大学工学部紀要』
（Vol.33, No.1） 2011 年 3 月，pp.56-67 参照。 
10) Hilberseimer, op.cit., p.103 
11) 彼は同じ出版社のシリーズから、ユリウス・フ
ィッシャーとの共著で『造形手段としてのコン
クリート』を 1928 年に出版している（Dr. Julius 
Vischer, Ludwig Hilberseimer, Beton als Gestalter, 
Stuttgart, 1928）。同書は同時代に現れた鉄筋コ
ンクリート造建築について論じたものであり、
『大都市建築』同様に歴史的な資料としての価
値があると言える。 
12) Hilberseimer, Die Großstadtarchitektur, p.13 
13) ここでヒルベルザイマーは、1925 年パリ出版の
Urbanisme を参照している。Urbanisme の邦訳
については、ル・コルビュジエ著（樋口清訳）、
『ユルバニスム』、鹿島出版会、1967 を参照。 
14) Hilberseimer, op.cit., p.16 
15) Ibid., p.17 
16) Die Form, 1930, pp.610 
17) Ludwig Hilberseimer, Grosstadtbauten, Hannover, 
1925, pp.12-14（なお、この著書の出版年につい
ては、1926 年という表記も見られる。） 
18) Hugo Häring, ‘Zwei Städte. Eine Physiognomische 
Studie, zugleich ein Beitrag zur Problematik des 
Städtebaus’, Die Form, 1926, pp.172-175 
19) Groß-Berlin: 1920 年に成立した新しいベルリン
の市域。 
20) Richard Pommer, ‘“More a Necropolis than a 
Metropolis”. Ludwig Hilberseimer’s Highrise City 
and Modern City Planning’, R. Pommmer et al. 
op.cit., pp.16-53, p.18。また 1927 年元日のベル
リンの新聞では、「100 年後のメトロポリスはこ
のようになっているだろうか」という見出しで
この都市計画案が紹介されたという（Ibid）。 
21) Zeilenbau：十分な日照・通風の確保のために、
細長い矩形の住棟を一定の間隔をおいて反復
するように建設した集合住宅の形式。代表例と
して、オットー・へスラーによるツェレのジー
ドルンク・ゲオルクスガルテン（1925）など。 
22) たとえば、鈴木博之監修、『建築 20 世紀 PART1』
新建築、1991、p.165。鵜沢隆監修、『未来都市
の考古学』、東京新聞、1996，pp.131-132 など。 
23) 建築家の山本理顕は、近代の集合住宅の歴史を
論じる際に、このヒルベルザイマーの都市像に
言及する。たとえば、上野千鶴子著『家族を容
れるハコ 家族を超えるハコ』、平凡社、2002、
p.217、および、鈴木成文他著『「51C」家族を
容れるハコの戦後と現在』平凡社、2004、p.138
参照。特に後者では、このスケッチに「ヒルベ
ルザイマーの集合住宅モデル」というキャプシ
ョンが付されており、商業街と住宅街を積層さ
せる基本コンセプトが看過されているようで、
誤解を生みかねない。 
24) Pommer, op.cit., p.17 
25) Ludwig Hilberseimer, ‘Vorschlag zur City- 
Bebauung’, Die Form, 1930, pp.608-611 
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26) Ludwig Hilberseimer, ‘Die Wohnung unserer Zeit’, 
Die Form, 1931, pp.249-251 
27) 参考までに付言すると、『大都市建築』の「住
宅建築」の章では、ヒルベルザイマー自身によ
る住宅地区（「居住都市〔Wohnstadt〕」）の提案
も紹介されていた。それゆえ、「高層建築都市」
が当時の彼にとって唯一の都市居住の提案で
なかったことはわかる。この「居住都市」は、
大都市と結ばれる人口 2万 5 千人の衛星都市と
して構想されていた。その「居住都市」も中層
建築に囲われた画一的な街区が一定の間隔を
とって反復する「図式」を示しており、外見上
は「高層建築都市」とよく似ている（Hilberseimer, 
Die Großstadtarchitektur, pp.33-34）。ちなみにこ
の「居住都市」も 1925 年の『大都市の建造物』
ですでに紹介されていたが、その時点では「高
層建築都市」よりもプロジェクトとして優先さ
れていたように見える（ Hilberseimer, Die 
Grosstadtbauten, pp.11-13）。 
28) ここで提示された分散化した都市の姿は、本稿
部分訳の終盤の段落でヒルベルザイマーが予
言している都市像を具体化したものとも言え
る。 
29) 同書でヒルベルザイマーは、工業による大気汚
染と都市計画の関係を論じている。さらに興味
深いのは、後半で原子爆弾の放射能と都市の関
係が語られている点である。原子爆弾の標的と
ならないように、また投下後の影響を最小限に
食い止めるように、大都市ではなく、小規模の
都市を分散させることを肯定している（L.ヒル
ベルザイマー（渡辺明次訳）、『都市の本質』、
彰国社、1970、pp.331-334）。 
30) ヒルベルザイマー前掲書、265 頁。 
31) ヒルベルザイマー前掲書、302 頁。 
32) たとえば六本木ヒルズを手がけた森稔の「垂直
の庭園都市」という考え方との関係が指摘でき
よう。森は、ル・コルビュジエの都市計画にそ
のイメージ源を見ているが、オフィス・商店・
住居・文化施設を垂直に積層させ、職住近接型
の都市を創り出そうとする理念は、ヒルベルザ
イマーの高層建築都市のコンセプトと通じる
ものである（森稔、『ヒルズ 挑戦する都市』、
朝日新書、2009 参照）。 
翻訳（部分） 
『大都市建築』 
ルートヴィヒ・ヒルベルザイマー著 
１．「大都市（Die Großstadt）」の章（pp.1-3） 
われわれを取り巻く世界を造形することは、人類
にとっての中心課題の一つである。その造形の基本
的な構成要素となるのは国家建設と都市建設であ
る。両者は互いを前提としており、常に相互に関連
しあっている。大都市、とりわけ世界都市は、国家
および国家を通して形作られる世界の活力の中心
である。人間の活力のほとばしるような流れ、経済
と精神の交差点である。ゆえに都市、とりわけ大都
市を、それ自身のために成立した独立した組織体と
して考察することはできない。都市は自らを生み出
した市民と緊密に結ばれてきた。そして広範な経済
活動を通して、文明的に整えられたすべての世界と
一体化してきたのである。そのように、この世界は
一つの総合的な組織を提示するのであり、この組織
の持つ法則性を徹底的に究明することが、計画的な
造形を行うための重要な準備作業となる。建設の方
法よりも、研究分析が最初に実施されなければなら
ない。その基盤と本質について系統的に究明し確定
させることが必要なのだ。 
人類の共同体形成は、その生産基盤に対応したさ
まざまな構成形式を経験してきた。結びつきの緩い
ガウ〔注：ゲルマン民族の行政区〕の同盟。続く農
業経済の段階では、明確に区分された村落が登場す
る。手工業の段階では、はっきりと組織化された都
市が続く。そして産業、商業、交通の段階では、こ
れまでの人類による共同体形成の最も高度な段階
である大都市と世界都市が続くのである。 
 
大都市は近代における経済発展の産物である。そ
れは世界の産業化によって、自然に必然的にもたら
されたものである。過去の大きな都市は、まずその
経済的前提の違いによって、近代の大都市と区別さ
れる。前者は、その社会の経済構造から決定された
物質主義的な生産能力という発展段階に対応して
いた。それゆえ過去の大きな都市を近代的な大都市
と比較することもできないし、何らかの運命的な関
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係性を探ることもできない。フリードリヒ・エンゲ
ルスによれば、ローマ帝国時代の社会は、単純な商
品生産の頂点に達したが、資本主義的な生産手段へ
の入口で倒壊した。その一方で近代的な大都市は、
資本主義的な生産手段を前提としている。 
このような経済形式のさらなる結果と言えるの
が、過去の大きな都市が散発的にしか存在しなかっ
たのに対して、近代の大都市が際立って多数存在す
るという事実である。大都市はすべての土地に、い
や文明のもとに統合されたすべての世界に拡大す
るという傾向が見られる。さし当たりそれは、ただ
乱用気味に、計画的な組織化もなく個人の投機的な
興味に対応するかたちで、しかし同時にあらゆる人
間を生産性豊かに総合的な経済組織へと組み込む
という極めて明白な意図とともになされる。大都市
とは、ただ単に歴史的に生成されてきた都市の型が
大きな規模に変化したものではないのである。この
ことを理解するのは重要だ。大都市と歴史的に生成
されてきた都市類型とはその性質によって区別さ
れるのであり、規模のみから区別されるのではない。
ある種の経済的な出来事が起こり、とりわけ資本と
人間が集積し、それらを産業的に活用することによ
ってようやく、一つの都市が大都市となるのである。
この前提が省略されてしまったら、その都市は再び
解体されてしまう。人口が多いという事実だけでは、
大きな都市から大都市を作り出すためには十分で
ないのと同じことである。 
それゆえ今日の大都市の型は、その成立を主とし
て資本主義体制の帝国主義の経済形式に負ってい
る。それは科学および生産技術の発展と密接に関連
したものである。その力は国民経済をはるかに越え
て、さらに強力に世界経済へと介入する。極度の集
積と包括的な組織化によって、非常に大きな強度と
活力へとたどり着く。生産はもはや個別の需要に満
足しなくなり、近隣に対して敵対するような過剰生
産へとせき立てられるし、必要を充足させることよ
りも、それを惹起させることへと向かう。つまり大
都市は、何よりもまず絶大な力を持った大資本の創
造物として、またその匿名性の表出として、そして
独特の経済・社会的かつ集団・精神的な基盤を持ち、
同時に住人の最大限の孤立と緊密な結びつきを許
容するような一つの都市の型として現れるのであ
る。そこでは何千倍にも増強された生活のリズムが、
局所的な個人性を急速なテンポで排除する。大都市
は、人がその外見の国際性について話題にできるほ
どにある定まった特徴を持ち、互いに類似している。
それは君主国家の首都のように、特定の支配領域と
関連づけられることはない。つまりは国家と国民の
外面的特徴や肖像といったものと関連づけられる
ことはないのである。 
 
人々が大都市を君主国家の首都や官僚政治の中
枢と混同するとき、その都市は国家の残りの部分に
対する寄生虫と見なされていたのであった。生産者
ではなく、ただ消費者と見なされていたのである。
大都市の本質を完全に誤解し、人々は次の事実を見
落としていた。大都市が効率良い生産過程を独力で
増強したということ、ますます迅速かつ意識的に経
済支配権を自らに引き寄せたこと、そして国家の生
産的作業やその精神的なはたらきに本質的に貢献
したということである。今日の経済状況は大都市の
前提となると同時に、大都市によって引き起こされ
るものである。近年に集中的な産業的発展を経験し
た国々で、大都市の型が最も強力に形成されている
ことが理解されるだろう。アメリカ、イングランド、
ドイツ、ベルギーにおいてである。このように資本
や子だくさんの労働者が集中する現象は、ロマン系
やスラブ系諸国においてはさし当たりわずかしか
見られない。 
 
封建主義の没落とともに、市民は自らを世界の主
人と見なすことになった。しかしその世界という権
力範囲に対して、彼らが決して太刀打ちできないこ
とはあきらかだった。19 世紀の生産形式によって諸
国家にもたらされた発展は、言うなれば彼らを驚か
せるものであり、彼らにとって組織的に支配するこ
とはできず、それゆえに完全に不十分な措置へと突
き進んでしまうような発展だったのである。驚くべ
き豊かさとともに、多くの力が大都市形成へと流入
した。その際、大都市を統制する術を見出し、それ
を組織化し、その利潤を公共に、国民全体に利用さ
せるようなことはなされなかった。考えられる限り
すべての公共的要求を計画的に考慮するかわりに、
人々は共通の関心事を顧慮することもなしに、ただ
日々の必要性を満足しようとしただけだった。一日
を越えてしまえば、責任はためらわずに元に戻され
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た。すべては個人のイニシアティブに委ねられたの
であり、その最も重要な観点は地価と家賃収入を可
能な限り高騰させることにあった。明確な目的へと
向けられた共通の意志、それは確かに可能性をもっ
ていたかもしれないが、そこには大都市を機能的な
組織体へ作り上げるというような包括的な共同体
形成が欠如していたのである。 
ゆえに大都市の中心的特徴は、その無秩序にある
のだ。例えば大規模な工業・商業コンツェルンの企
業経営にも現れるような組織化された精神が、大都
市の建設や改造においては完全に無視されていた。
そこでは労働分割の原理がすべての経営を計画的
に組織化していたのである。ここではすべてがごち
ゃ混ぜになる。住居地区には騒々しくもくもくと煙
を出す工場施設や活発な交通を引き起こす商業建
築が入り込んでいる。都市〔シティ〕に必要不可欠
な空間の利用はまったく顧慮されることなく、これ
もまた住宅地区へと移譲された。道路は型どおりに
配置された。建築法はあらゆる種類の建築に同様に
適用されるのであり、その際特別な用途に従った区
別がなされることはなく、それぞれの特性が考慮さ
れることもない。大都市には組織化された造形がま
ったく欠如している。大都市が突然に驚くべく発展
すればするほど、ますます多くの臨時の仕事が現れ
る。大都市を構成する様々な力はその内部で荒々し
く増殖し影響しあい、協働するのではなく互いに作
用し合う。その結果、エネルギーが上昇するかわり
に、その消失が起こるのである。無益な人間の乱用
と消耗である。 
大都市が別の手段と同じように悪用される可能
性があるということは、何ら大都市に対して不利な
証言ではなく、むしろそれを悪用する人にとっての
不利な証言なのである。そしてこの悪用する者とい
うのが資本主義なのだ。資本主義に見られる乱用の
傾向にとって重要なのが利益と採算性であり、人間
ではないのである。あらゆる資本主義企業がもつ破
壊的な性格の根拠はそこにある。大都市も同様であ
る。生産が一部の特権階級の利潤欲に対してではな
く、人間の要求にこそ対応するような社会福祉的に
秩序づけられた社会においては、大都市もその意味
にふさわしい組織になる。破壊的な形成物ではなく
建設的な形成物となるのである。都市を建設する精
神が問題である。その精神は今日非常に便利で機械
的なものなのだ。 
投機の精神から生み出された都市は常に人工的
な産物であり、必要不可欠なものでは決してない。
そしてすべての人工的なものには、破滅が目前に迫
っている。ヘンリー・フォードが言うように、近代
的な大都市は浪費好きであった。今日それは破産状
態にあり、明日にはその在り方を停止することにな
るだろう。なぜなら大都市の寿命はその機能遂行能
力と採算性によってのみ決定されるのだから。その
二つが不全となったとき、必然的に大都市の崩壊が
起こるのである。 
そして、大都市は終焉をむかえるのか？ 
否！ 
しかし、大都市が投機の原理に依拠し、その組織
において過去の都市というモデルから自由ではな
く、あらゆる修正を施しても独自の法則性が見つけ
られなかったとき、その大都市は終焉するのである。 
 
２．「都市計画（Städtebau）」の章の中のヒル
ベルザイマーによる都市の提案（pp.17-21） 
（・・・） 
外見上は集積した都市に見えながら、本質的には
水平型都市であり、換言すれば衛星都市の理念を徹
底した結果とも見なせるル・コルビュジェの都市と
は対照的に、ヒルベルザイマーは大都市を垂直に形
成させようと試みている。地平面に拡張させるかわ
りに、さらに集積させること、集中させることが求
められている。機能的には互いに異なる都市の要素
を異なる高さに建設する。すなわち二つの都市を上
下に配置する。商業街の下には自動車交通。上には
歩行者交通をもつ住居部分。地下には長距離・都市
内鉄道。 
垂直都市であるがゆえに、高層建築都市という在
り方のみが可能である。しかしながら構造が純粋に
恣意的に決められているゆえに無秩序状態を示す
アメリカの高層建築都市とは対照的に、この都市は
計画的に組織化されなければならない。細分化され
た土地に建つ賃貸住宅のように、都市組織の混乱し
た状況を無限の混沌へと高めてきた高層建築は、ま
ったく新しい意識のもとで利用されなければなら
ないのである。恣意的な利用の仕方のために、その
利点が再び帳消しにされてはならない。高層建築を
ブロック状にまとめ、統一的に組織化し造形するこ
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とによって、それを達成するのである。 
この都市では、商業街の上に住宅街があるため、
人々は仕事場所の上に住むことになる。その点でこ
の新しい都市は過去の都市と通じている。中世の都
市では、一つの住宅の内部において、店舗や仕事用
の空間の上に住居空間が置かれていたからだ。その
当時はあくまで個人的なものとして手工業に適応
するように成立した形式が、将来においては集合的
に産業に適応する形で現れるということである。こ
のように商業街と住宅街を上下に積み重ねて建設
することにより、この二つの地区を行き来する道は
もはや水平方向ではなく、明らかに垂直方向へと戻
されることになる。しかもその道は建築の中にあり、
道路に出る必要もない。そのおかげで今日必要とさ
れている時間を要する長い道のりはなくなり、結果
として生活も交通も単純化され、後者は可能な限り
削減されるのである。大都市を果てしなく無秩序な
状態へと変貌させる一戸建て住宅は消滅する。その
かわりに登場するのが、一つの街区全体を占める共
同住宅である。そこには、住居、労働・商業空間の
みならず、生活に必要なあらゆるものが収容されて
いる。一戸建て住宅と同時に、これまでの道路シス
テムも消滅する。数多くの一戸建て住宅から構成さ
れるこれまでの街区は、通気・日照条件の劣悪な無
数の中庭を取り囲むものであったが、そのような街
区を形成する道路システムがなくなる。従来の小さ
な街区では、コストのかかる狭く細かい道路網が必
要だったが、それによって住居の質が良くなったり、
道路網が機能に適って配置されたりすることはな
かったはずである。 
 新しい都市の配置では、道路のシステムは太陽と
の関係で決められる。道路や街区の規模は、採光・
通気の条件や交通手段に応じて決定される。採光・
通気を確保するためには、建築と建築の間隔を最低
でもその高さと同じにする必要がある。つまり道路
の幅が建築の高さと同じになる。このように道路の
幅と同じようなかたちで街区の奥行きも決定され
る。なぜなら同じ街区の中での建築同士の間隔も、
建築の高さに対応する必要があるからである。街区
の長さは高速電車の駅と駅の間の距離によって決
められる。その結果街区はかなりの長さを持つが、
横切る建築がないために奥行きはわずかなものと
 
図 1（原書では図 22）．ルートヴィヒ・ヒルベルザイマー：高層建築都市の図，都市の平面 
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なる。 
 
ルートヴィヒ・ヒルベルザイマーが提案する、都
市の基本要素から構成される約100万住人のための
都市計画は、この要求を一つの図式において、純粋
に理論的に、造形面での計画は抜きにして実現させ
ようと試みている。基本となるのは幅 100m、長さ
600m の街区であり、その下部 5 層は商業と労働の
ために用いられ、上部 15 層は住居として利用され
る。平面図と断面図からわかるように、街区には縦
方向の長い棟が二棟あり、それらが商業と労働に利
用される低層の部分で、８つの横断棟により相互に
連結されている。一方、その上層の住居部分は互い
に連結されることなく、完全に中庭のない状態とな
っている。すべての住居棟は階段とエレベーターの
配置を通して規定されており、それぞれはさらに７
つの要素に分割されている。その７つの小区分は、
各階で必要に応じて、求められる住人数に対応した
住戸へと細分割されるのである。各住戸は一つの大
きな居間、相当数の寝室、バスルーム、配膳室、小
 
図 2（原書では図 23）．ヒルベルザイマー：高層建築都市の図、南北道路 
 
 
図 3（原書では図 24）．ヒルベルザイマー：高層建築都市の図、東西道路 
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室、バルコニーから構成されている。さらに各階に
は管理人の部屋が二つ用意されている。彼らは、ホ
テルのように割り当てられた住戸を整然と保たな
ければならない。各住戸はあらゆる技術的手段を用
いてその快適さが高められるように完璧に設備が
整えられており、そのため実際に用いる家具は机と
椅子に限定されている。住居を移る場合には家具用
の車を用意する必要はなく、ただトランクに荷造り
すればよい。住宅のモデルとなっているのは、大量
生産住宅としては不十分さを持つ一戸建て住宅で
はなく、あらゆる便利さと申し分ない快適さを備え
たホテルなのである。 
住居棟は、その断面においても、幅広の商業棟に
対してセットバックしている。そしてその住居棟の
最下階には、商業・労働空間と住居空間双方への出
入路が設けられる。さらにレストランや小規模な店
舗も設置される。このように各街区に見られる住居
棟が商業棟に対してセットバックした構成は、歩行
者のための通路の配置を可能にする。その歩行者用
通路は幅 10m であるが、わずか 2m だけ商業棟の上
を前方に突き出ることになる。この歩行者用通路を
高所に配置するために、道路の交差点では架橋が必
要となる。このように歩道を高所に設置することに
よって、歩行者と自動車が同じレベルで交わるとい
う今日の交通がもつおそらく最も危険な状況が取
り除かれるだろう。商業街の幅 60m の道路は自動
車交通専用であり、そこでは高速の自動車が何にも
妨げられることなく思いきり通行することが可能
である。ただし交通の中心は都市内電車が担う。そ
れは地下鉄道に限定される。二方向の幹線道路の下
に重なるように配置された複数の環状路線システ
ムが建設されることで、循環交通が可能になるので
ある。とりわけ重要なのは停車駅の配置である。各
街区は駅の間隔によってその長さが決められてい
るため、あらゆる要求に対応する高速鉄道システム
の整備が可能である。その場合の停車駅は、最も遠
くの地点から最短の時間で到達できるように配置
される。 
長距離鉄道は二つの方向に、都市の真ん中を貫通
するように敷設されている。同様にこれも地下にあ
るが、地下鉄道のさらに下を走ることになる。都市
の真ん中の長距離路線が交差する地点には中央駅
が置かれ、そこで二方向に走る地下鉄道との接続が
可能となる。 
 
この計画では、14の住居階に 9,000人が収容され、
商業階には約 90,000 平方メートルの労働・店舗空間
が内包される（それゆえ一人あたり 10 平方メート
ルが割り当てられる）ような街区を基本単位とし、
それをもとに、1,400 ヘクタールの面積を占める 100
万人都市が構想されている。この計画を大ベルリン
の人口に相当する 400 万人に拡張するならば、5,600
ヘクタールの面積が必要になる。それは旧ベルリン
の面積 6,600 ヘクタールに近いことがわかるが、し
かしそちらの方には実際200万人しか住んでいない。
つまりこのように人口密度は二倍になるが、それに
もかかわらず住居の室は決して悪化しない。逆に明
らかに良くなるのである。なぜならすべての部屋は
良好な採光条件を持ち、中庭はなくなり、住居棟ど
うしの間隔は 70m の距離を保つのであるから。そ
れゆえこの住居は、大都市の住居として完璧で、衛
生的に非の打ち所のないものと呼び得るのであり、
ここにおいて大都市の住居問題の解決法が得られ
るのだ。さらに交通の問題に関しても、各種交通を
分離し、とりわけ可能な限り交通を削減したことに
より、ほぼ完璧に解決されるのであり、その結果、
水平都市とは対照的に垂直都市こそが都市計画に
おけるこの二つの本質的な問題の解決を可能にし
たことが明らかになるのである。 
 
このような集中の結果、本来建設するはずだった
面積が削減されることになるが、それは同時に大都
市住民にとって屋外地や公園の利用の可能性を著
しく拡大させることになる。ここには学校、病院、
サナトリウム、スポーツ・レクリエーション施設を
取り込むことができるだろう。さらに都市の空間的
集中のおかげで、あらゆる地点から最短の時間で屋
外地への到達が可能となる。その際もちろん、しか
るべく整備された鉄道のシステムが利用されるこ
とになるのであり、それは現在の分散した都市では
避けることのできない長い道のりとはまったく対
照的なものとなるであろう。 
 
この提案は、都市の原型でも、そのようなものに
対して規格を作る試みでもない。その両方とも不可
能なものである。なぜなら、そもそもそれ自体で成
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立するような都市は存在しないからである。都市は
個性を持ったものであり、その外面的特徴は景観や
住民の特性、そして国家の活動や経済活動の中での
その機能に依存している。これは単に理論的な研究
であり、一つの都市を構成する基本要素の適用の仕
方を図式的に示したものである。その相互の関係を
確定させてみたのである。この基本要素を新たに組
織化し、新たに利用することにより、都市の組織を
経済的に細部に至るまで作り上げることを可能に
しようとする試みなのである。 
都市計画は抽象的なものではなく、現実的な要求
と目的を満たし、組織化することである。現実はあ
らゆる抽象に修正を加える。与えられた状態が都市
計画の本質的な要素を形成するのであり、ゆえにそ
れらは都市の組織を完全に作り上げようとすると
きには無視することができないものなのである。 
都市は個々の特性において、精神政策的な面と同
様に経済政策的にも国家全体さらには世界全体に
組み込まれる。そしてその組み込まれた場所での働
きがその地位と価値を決定するのである。なぜなら、
個人が自身の考えと行動によって共同体の目的に
対応できる場合においてのみその共同体にとって
は有能力者であるのと同じように、都市および国家
は、他の国家と協調しながら偉大なる人類共同体の
構築に寄与する必要があるからである。そのような
観点のもと、都市計画は国土計画へと拡張される。
都市建設が国家建設になるのである。こうして初め
て、とりわけ技術の進歩によりラジオとテレビが完
全なものになって交通が最小限のものに限定され
たとき、ブルーノ・タウトの都市の解体という思想
は真の現実性を獲得するのである。 
しかし都市の解体が可能である限り、中央の国家
組織、すなわち全住宅地の構成が前提となるような
大都市の国家組織は、決して欠かすことができない
だろう。「国民本体の経済的、社会的、政治的な生
活は強力で超個人的な個人のそれである。そのため
国民本体もまた、記録され、あらゆる刺激に抵抗し、
そして自らも刺激を生み出すことができるような
道具を持つ必要があるのだ。それは国民本体の中で
人体における脳と同様の役目を演じる。この道具の
ために生理学的に備え付けられた生来的な用途が、
国民組織の中心的都市と首都を支えることになる。
それは国民共同体のすべての物質的・精神的活力の
蓄電池であり、発電器であり、調整装置なのである」
（マーティン・メヒラー、「大ベルリン都市圏の形
成に関する法構想の補足に関する覚書」、『都市計
画』、1920 年、3 頁以降） 
 
われわれの都市の概念は、依然として歴史的な過
去と結びついたイデオロギーを基盤としている。塁
壁や門がはるか昔に崩れ落ちたのに、その記憶は今
なおわれわれの頭の中で亡霊のようにうろつき回
っている。現在パリや東京においては 900 万の人口
を、ニューヨークにおいては 3,500 万の人口を収容
する空間が計画されているように、都市計画はわれ
われがこれまで慣れ親しんできたものとはまった
く異なった前提に依拠しているのだ。それゆえわれ
われがこれまで都市のイメージとしてもってきた
空間の完結性を取り除くような、まったく新しい都
市のタイプが生み出されるだろう。その途方もない
拡張は必然的に都市の分散化を余儀なくするだろ
う。それは確かに、最も強力な集中という基盤の上
に可能となるものだ。住宅問題と並んで、交通問題
が全都市組織の最重要事項となるだろう。 
もちろん用途に応じた厳密な分離がなされなけ
ればならないだろう。個々の労働の中心地は、その
同属性に応じて機能的に統合されるのだ。その結果、
世界都市の集中点と同時に、工業の分散が起こるの
である。あるいは工業地区の経済的・空間的な結び
つきを通して、それは自ずから組織的に結びついた
巨大都市へと発展することになるだろう。しかしこ
のことは国家建設と密接に関連しているのである。
将来の国家建設は、大規模な経済集合体の形成に左
右されることになる。一民族国家と多民族国家の統
合から経済統合へ。とりわけわれわれにとっては、
政治的に分裂したヨーロッパ大陸を一つの経済組
織へと統合することが、創造性あふれる指針を与え
てくれるような都市建設政策にとっての前提とな
る。その政策によって、これまで未解決だった大都
市の問題に解答がもたらされるだろう。 
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